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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】胃食道逆流症（GERD）、機能性胃腸症（FD）、過敏性腸症候群（IBS）は頻度の高い疾患で互
いにオーバーラップするとの報告があるが、本邦での報告は少ない。今回我々は ROME III に準じた
合併率と、合併が健康関連生活の質（HR-QOL）に与える影響について検討した。 
【対象・方法】2008 年 5 月から 2009 年 1 月に健康診断にて長堀健康管理センターを受診した健常人
に対し、自己記入式質問紙表を配布した。GERD は週 1回以上の胸やけまたは呑酸症状で診断し、FD、
IBS は ROME III 基準に準じて診断し、GERD、FD、IBS を有さない人をコントロール群とした。HR-QOL
は SF-8 にて評価した。 
【結果】2680 人中 GERD は 207 人(7.7%)、FD は 269 人(10.0%)、IBS は 381 人(14.2%)であった。FD、
IBS はコントロール群と比較し有意に若く、女性に多かった。2680 人中 668 人(25.7%)がいずれかの
疾患を有し、668 人中 160 人(24.0%)に合併が見られ、合併群と非合併群では年齢や性別に有意差を
認めなかった。IBS における合併率は 34.3%で GERD、FD における合併率(46.9%、47.6%)と比較し有意
に低かった。GERD、FD、IBS を有する人は SF-8 の全ての項目で低下が見られ、合併することにより
HR-QOL はさらに低下していた。特に、GERD の合併により身体的サマリースコアの低下が、IBS の合
併により精神的サマリースコアの低下が見られた。 
【結論】GERD、FD、IBS におけるオーバーラップの頻度は高く、合併により HR-QOL の低下が見られ
た。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
胃食道逆流症（GERD）、機能性胃腸症（FD）、過敏性腸症候群（IBS）は頻度の高い消化管の機能性
疾患で互いにオーバーラップするとの報告があるが、本邦での報告は少なく、また、オーバーラップ
が生活の質に及ぼす影響に関しては不明である。本研究は、ROME III に準じた診断基準に基づくオ
ーバーラップ率と、オーバーラップが健康関連生活の質（HR-QOL）に与える影響について検討したも
のである。 
 対象は、2008 年 5 月から 2009 年 1 月に健康診断にて長堀健康管理センターを受診した健常人で、
自己記入式質問紙表を配布し調査した。GERD は週 1回以上の胸やけまたは呑酸症状で診断し、FD、
IBS は ROME III 基準に準じて診断した。GERD、FD、IBS を有さない人をコントロール群とした。HR-QOL
は SF-8 にて評価した。 
 その結果、2680 人中 GERD は 207 人 (7.7%)、FD は 269 人 (10.0%)、IBS は 381 人 (14.2%) であっ
た。FD、IBS はコントロール群と比較し有意に若く、女性に多かった。2680 人中 668 人 (25.7%) が
いずれかの疾患を有し、668 人中 160 人 (24.0%) にオーバーラップが見られた。オーバーラップ群
と非オーバーラップ群では年齢や性別に有意差を認めなかった。IBS におけるオーバーラップ率は
34.3%で、GERD、FD におけるオーバーラップ率 (46.9%、47.6% )と比較し有意に低かった。GERD、FD、
IBS を有する人は SF-8 の全ての項目で低下が見られ、オーバーラップすることにより HR-QOL はさら
に低下していた。特に、GERD のオーバーラップにより身体的サマリースコアの低下が、IBS のオーバ
ーラップにより精神的サマリースコアの低下が見られた。 
 以上のことから、GERD、FD、IBS におけるオーバーラップの頻度は高く、オーバーラップにより
HR-QOL の低下がより強く現れることが証明された。この成績は、機能性消化管疾患をマネージメン
トする上で重要な新しい知見であり、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
